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０ 交流の仕方について 

 活発な交流が生まれる集団＝心理的安全性の高い 

 ・不安(できないことを知られたくない、自分の考えを否定されたくないなど)がない ・挑戦できる環境 

 ←グループに「笑顔」、「熱意」、「対話」、「他者の尊重」、「希望のあるビジョン」がある 

A 自分たちで進められる組織は、コミュニケーションの関係性が大事！ 

 【一人がみんなとコミュニケーションとれる集団】よりも 

【誰もが誰とでもコミュニケーションとれる集団】の方が、効率も雰囲気も良い。 

  ⇒色んな人と話すようにしよう！ 

B 他者を尊重するような働きかけを！ 

  アプローチ 「やれ！」→「やってくれたら助かるな」、「やった方がたのしいよ！」 

  背景の理解 「なんでできないの！」→「まだできていない？」、「困っているところは？」 

⇒偶然できた関係性でも大切にしよう！ 

C A・B のような安心感に加えて、チャレンジを促すようにしよう！ 

  A・B が強い→安心感○挑戦△、チャレンジだけ→安心感△挑戦○ 

  ＝どんどん発表・質問・声かけの中で失敗しても「大丈夫！～～したらいいんじゃない？」 

⇒チャレンジした過程を大切に、結果はついてきたらラッキーくらいで。 

 

１ 職種下調べ交流 前回、自分が書いてないことをどんどん書こう 

① その仕事に 

つくためには 

② どのような 

業務をするのか 

③ 業務の 

ニーズ 

④ 業務の 

大変なこと 

⑤ 業務の 

やりがい 

⑥ 給料 

⑦ その他 



２ ゼミ質問思案交流 

 交流してから、調べてわからなかったことか、その人でしか体験できない・感じられない

ことかを踏まえて、ゼミで行う質問を考えよう。①から優先順位をつけておこう。 

 質問内容 予測される答え 

①   

②   

③   

④   

⑤   

⑥   

⑦   

⑧   

⑨   

⑩   

→次回、ゼミでつかうので忘れずにもっていこう。 


